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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機（２１）と、個別に冷媒の蒸発器又は放熱器として機能させる切り換えが可能な
複数の熱源側熱交換器（２４、２５）と、個別に冷媒の蒸発器又は放熱器として機能させ
る切り換えが可能な複数の利用側熱交換器（５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄ）とを含ん
でおり、前記冷媒の放熱器として機能する利用側熱交換器から前記冷媒の蒸発器として機
能する利用側熱交換器に冷媒を送ることで前記利用側熱交換器間において熱回収を行うこ
とが可能な熱回収型冷凍装置において、
　前記複数の熱源側熱交換器は、第１熱源側熱交換器と、前記第１熱源側熱交換器の１．
８倍～４．０倍の熱交換容量を有する第２熱源側熱交換器とを有しており、
　前記第１熱源側熱交換器のガス側に、前記第１熱源側熱交換器を構成する複数の伝熱管
との間で冷媒の合流及び分岐を行うための第１ヘッダ（２４ａ）を設けており、
　前記第２熱源側熱交換器のガス側に、前記第２熱源側熱交換器を構成する複数の伝熱管
との間で冷媒の合流及び分岐を行うための第２ヘッダ（２５ａ）を設けており、
　前記第２ヘッダは、前記第１ヘッダよりも流路断面積が大きい、
熱回収型冷凍装置（１）。
【請求項２】
　前記第１熱源側熱交換器（２４）を、前記第２熱源側熱交換器（２５）よりも上側に配
置している、
請求項１に記載の熱回収型冷凍装置（１）。
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【請求項３】
　前記第１熱源側熱交換器（２４）の液側に、開度調節が可能な第１熱源側流量調節弁（
２６）を接続しており、
　前記第２熱源側熱交換器（２５）の液側に、開度調節が可能な第２熱源側流量調節弁（
２７）を接続しており、
　前記第２熱源側流量調節弁は、前記第１熱源側流量調節弁よりも定格Ｃｖ値が大きい、
請求項１又は２に記載の熱回収型冷凍装置（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱回収型冷凍装置、特に、圧縮機と、複数の熱源側熱交換器と、複数の利用
側熱交換器とを含んでおり、冷媒の放熱器として機能する利用側熱交換器から冷媒の蒸発
器として機能する利用側熱交換器に冷媒を送ることで利用側熱交換器間において熱回収を
行うことが可能な熱回収型冷凍装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、特許文献１（特開平５－３３２６３７号公報）に示すように、圧縮機と、２
つの熱源側熱交換器としての室外熱交換器と、複数の利用側熱交換器としての室内熱交換
器とを含んだ構成の熱回収型冷凍装置の一種である冷暖同時運転型空気調和装置がある。
この熱回収型冷凍装置では、各利用側熱交換器が個別に冷媒の蒸発器又は放熱器として機
能させる切り換えが可能になっており、冷媒の放熱器として機能する利用側熱交換器から
冷媒の蒸発器として機能する利用側熱交換器に冷媒を送ることで利用側熱交換器間におい
て熱回収を行うこと（ここでは、冷房運転と暖房運転とを同時に行う冷暖同時運転を行う
こと）が可能である。しかも、この熱回収型冷凍装置では、２つの熱源側熱交換器が個別
に冷媒の蒸発器又は放熱器として機能させる切り換えが可能になっており、上記の熱回収
も考慮した複数の利用側熱交換器全体の熱負荷（蒸発負荷や放熱負荷）に応じて、２つの
熱源側熱交換器を冷媒の蒸発器又は放熱器として機能させる切り換えを行うことが可能で
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ここで、上記従来の熱回収型冷凍装置では、利用側熱交換器間において熱回収が行われ
る場合に複数の利用側熱交換器全体の熱負荷が小さくなることがあるため、これに対応す
るために、２つの熱源側熱交換器全体の熱負荷を小さくできるようにすることが必要であ
る。
【０００４】
　これに対して、上記従来の熱回収型冷凍装置では、熱交換容量が異なる２つの熱源側熱
交換器（ここでは、３．５馬力のものと５．０馬力のもの）が採用されている。そして、
複数の利用側熱交換器全体の熱負荷が大きい場合には、２つの熱源側熱交換器の両方を冷
媒の放熱器又は蒸発器として機能させるようにし、複数の利用側熱交換器全体の熱負荷が
小さい場合には、熱交換容量が小さい熱源側熱交換器だけを冷媒の放熱器又は蒸発器とし
て機能させるようにしている。
【０００５】
　しかし、上記従来の２つの熱源側熱交換器は、両者の熱交換容量比が小さいため（熱交
換容量が大きい熱源側熱交換器が熱交換容量の小さい熱源側熱交換器の約１．４倍である
ため）、熱交換容量が小さい熱源側熱交換器だけを冷媒の放熱器又は蒸発器として機能さ
せたとしても、熱負荷を小さくできる程度に限界がある。このため、上記従来の熱回収型
冷凍装置では、熱交換容量が小さい熱源側熱交換器だけを冷媒の放熱器又は蒸発器として
機能させたとしても、複数の利用側熱交換器全体の熱負荷が小さい場合に対応することが
難しい。
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【０００６】
　これに対して、上記従来の熱回収型冷凍装置では、２つの熱源側熱交換器の一方を冷媒
の蒸発器として機能させ、かつ、他方を冷媒の放熱器として機能させて、両熱交換器の蒸
発負荷と放熱負荷とを相殺することで、２つの熱源側熱交換器全体の熱負荷を小さくして
、複数の利用側熱交換器全体の熱負荷が小さい場合に対応することが考えられる。
【０００７】
　しかし、上記の２つの熱源側熱交換器の蒸発負荷と放熱負荷とを相殺させる対応では、
２つの熱源側熱交換器を流れる冷媒の流量が大きくなるため、これに伴って、圧縮機の運
転容量を大きくする必要があり、これにより、複数の利用側熱交換器全体の熱負荷が小さ
い場合における運転性能が低下するおそれがある。
【０００８】
　本発明の課題は、圧縮機と、複数の熱源側熱交換器と、複数の利用側熱交換器とを含ん
でおり、利用側熱交換器間で熱回収を行うことが可能な熱回収型冷凍装置において、運転
性能の低下を抑えつつ、複数の利用側熱交換器全体の熱負荷が小さい場合に対応できるよ
うにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の観点にかかる熱回収型冷凍装置は、圧縮機と、個別に冷媒の蒸発器又は放熱器と
して機能させる切り換えが可能な複数の熱源側熱交換器と、個別に冷媒の蒸発器又は放熱
器として機能させる切り換えが可能な複数の利用側熱交換器とを含んでおり、冷媒の放熱
器として機能する利用側熱交換器から冷媒の蒸発器として機能する利用側熱交換器に冷媒
を送ることで利用側熱交換器間において熱回収を行うことが可能である。そして、複数の
熱源側熱交換器は、第１熱源側熱交換器と、第１熱源側熱交換器の１．８倍～４．０倍の
熱交換容量を有する第２熱源側熱交換器とを有している。
【００１０】
　ここでは、上記のように、まず、第２熱源側熱交換器を第１熱源側熱交換器の熱交換容
量の１．８倍以上にしている。このため、熱交換容量が小さい第１熱源側熱交換器だけを
冷媒の放熱器又は蒸発器として機能させた場合において、熱負荷を小さくできる範囲を拡
大することができる。これにより、複数の利用側熱交換器全体の熱負荷が小さい場合に対
応することができる。しかも、ここでは、上記のように、第２熱源側熱交換器を第１熱源
側熱交換器の熱交換容量の４．０倍以下にしている。このため、２つの熱源側熱交換器の
一方を冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、他方を冷媒の放熱器として機能させて、２つ
の熱源側熱交換器の蒸発負荷と放熱負荷とを相殺させる対応を行う場合において、２つの
熱源側熱交換器を流れる冷媒の流量、ひいては圧縮機の運転容量をあまり大きくしないで
済ませることができる。これにより、運転性能の低下を抑えつつ、複数の利用側熱交換器
全体の熱負荷が小さい場合に対応することができる。
【００１１】
　このように、ここでは、運転性能の低下を抑えつつ、複数の利用側熱交換器全体の熱負
荷が小さい場合に対応することができる。
【００１２】
　しかも、ここでは、第１熱源側熱交換器のガス側に、第１熱源側熱交換器を構成する複
数の伝熱管との間で冷媒の合流及び分岐を行うための第１ヘッダを設けており、第２熱源
側熱交換器のガス側に、第２熱源側熱交換器を構成する複数の伝熱管との間で冷媒の合流
及び分岐を行うための第２ヘッダを設けている。そして、第２ヘッダは、第１ヘッダより
も流路断面積が大きい。
【００１３】
　ここでは、上記のように、各熱源側熱交換器のガス側にヘッダを設けるにあたり、第２
ヘッダを第１ヘッダの流路断面積よりも大きなものを使用するようにしている。これによ
り、各熱源側熱交換器の熱交換容量に応じて、各熱源側熱交換器を構成する複数の伝熱管
とヘッダとの間で冷媒を適切に合流及び分岐を行うことができる。
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【００１４】
　第２の観点にかかる熱回収型冷凍装置は、第１の観点にかかる熱回収型冷凍装置におい
て、第１熱源側熱交換器を、第２熱源側熱交換器よりも上側に配置している。
【００１５】
　ここでは、上記のように、まず、２つの熱源側熱交換器を上下に配置するようにしてい
る。このとき、下側に配置された熱源側熱交換器には、上側に配置された熱源側熱交換器
に比べて、ヘッド差の関係で液冷媒が溜まりやすい傾向がある。このため、仮に、第１熱
源側熱交換器を下側に配置すると、熱交換容量が小さいために、第１熱源側熱交換器全体
が液冷媒で満たされた状態（以下、「液没」とする）が発生して所望の熱交換性能が得ら
れなくなるおそれがある。
【００１６】
　そこで、ここでは、上記のように、熱交換容量が小さい第１熱源側熱交換器を熱交換容
量が大きい第２熱源側熱交換器よりも上側に配置するようにしている。このため、熱交換
容量が大きい第２熱源側熱交換器が下側に配置されることになり、液没を発生しにくくす
ることができる。これにより、２つの熱源側熱交換器を上下に配置した場合において、両
熱源側熱交換器において所望の熱交換性能を発揮させることができる。
【００１７】
　第３の観点にかかる熱回収型冷凍装置は、第１又は第２の観点にかかる熱回収型冷凍装
置において、第１熱源側熱交換器の液側に、開度調節が可能な第１熱源側流量調節弁を接
続しており、第２熱源側熱交換器の液側に、開度調節が可能な第２熱源側流量調節弁を接
続している。そして、第２熱源側流量調節弁は、第１熱源側流量調節弁よりも定格Ｃｖ値
が大きい。
【００１８】
　ここでは、上記のように、各熱源側熱交換器の液側に熱源側流量調節弁を接続するにあ
たり、第２熱源側流量調節弁を第１熱源側流量調節弁の定格Ｃｖ値よりも大きなものを使
用するようにしている。これにより、各熱源側熱交換器の熱交換容量に応じて、各熱源側
熱交換器を流れる冷媒の流量を適切に調節することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　以上の説明に述べたように、本発明によれば、以下の効果が得られる。
【００２０】
　第１の観点にかかる熱回収型冷凍装置では、運転性能の低下を抑えつつ、複数の利用側
熱交換器全体の熱負荷が小さい場合に対応することができる。しかも、各熱源側熱交換器
の熱交換容量に応じて、各熱源側熱交換器を構成する複数の伝熱管とヘッダとの間で冷媒
を適切に合流及び分岐を行うことができる。
【００２１】
　第２の観点にかかる熱回収型冷凍装置では、２つの熱源側熱交換器を上下に配置した場
合において、両熱源側熱交換器において所望の熱交換性能を発揮させることができる。
【００２２】
　第３の観点にかかる熱回収型冷凍装置では、各熱源側熱交換器の熱交換容量に応じて、
各熱源側熱交換器を流れる冷媒の流量を適切に調節することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明にかかる熱回収型冷凍装置の一実施形態としての冷暖同時運転型空気調和
装置の概略構成図である。
【図２】冷暖同時運転型空気調和装置を構成する熱源ユニットの概略の内部構造を示す図
である。
【図３】熱源側熱交換器の構造を模式的に示す図である。
【図４】冷暖同時運転型空気調和装置の冷房運転モード（蒸発負荷大）における動作（冷
媒の流れ）を示す図である。
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【図５】冷暖同時運転型空気調和装置の冷房運転モード（蒸発負荷小）における動作（冷
媒の流れ）を示す図である。
【図６】冷暖同時運転型空気調和装置の暖房運転モード（放熱負荷大）における動作（冷
媒の流れ）を示す図である。
【図７】冷暖同時運転型空気調和装置の暖房運転モード（放熱負荷小）における動作（冷
媒の流れ）を示す図である。
【図８】冷暖同時運転型空気調和装置の冷暖同時運転モード（蒸発負荷主体）における動
作（冷媒の流れ）を示す図である。
【図９】冷暖同時運転型空気調和装置の冷暖同時運転モード（放熱負荷主体）における動
作（冷媒の流れ）を示す図である。
【図１０】冷暖同時運転型空気調和装置の冷暖同時運転モード（蒸発・放熱負荷均衡）に
おける動作（冷媒の流れ）を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明にかかる熱回収型冷凍装置の実施形態について、図面に基づいて説明する
。尚、本発明にかかる熱回収型冷凍装置の具体的な構成は、下記の実施形態及びその変形
例に限られるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で変更可能である。
【００２５】
　（１）熱回収型冷凍装置（冷暖同時運転型空気調和装置）の構成
　図１は、本発明にかかる熱回収型冷凍装置の一実施形態としての冷暖同時運転型空気調
和装置１の概略構成図である。図２は、冷暖同時運転型空気調和装置１を構成する熱源ユ
ニット２の概略の内部構造を示す図である。図３は、熱源側熱交換器２４、２５の構造を
模式的に示す図である。冷暖同時運転型空気調和装置１は、蒸気圧縮式の冷凍サイクル運
転を行うことによって、ビル等の室内の冷暖房に使用される装置である。
【００２６】
　冷暖同時運転型空気調和装置１は、主として、１台の熱源ユニット２と、複数（ここで
は、４台）の利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄと、各利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ
、３ｄに接続される接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄと、接続ユニット４ａ、４ｂ、
４ｃ、４ｄを介して熱源ユニット２と利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄとを接続する
冷媒連絡管７、８、９とを有している。すなわち、冷暖同時運転型空気調和装置１の蒸気
圧縮式の冷媒回路１０は、熱源ユニット２と、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄと、
接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄと、冷媒連絡管７、８、９とが接続されることによ
って構成されている。そして、冷暖同時運転型空気調和装置１は、各利用ユニット３ａ、
３ｂ、３ｃ、３ｄが個別に冷房運転又は暖房運転を行うことが可能になっており、暖房運
転を行う利用ユニットから冷房運転を行う利用ユニットに冷媒を送ることで利用ユニット
間において熱回収を行うこと（ここでは、冷房運転と暖房運転とを同時に行う冷暖同時運
転を行うこと）が可能になるように構成されている。しかも、冷暖同時運転型空気調和装
置１では、上記の熱回収（冷暖同時運転）も考慮した複数の利用ユニット３ａ、３ｂ、３
ｃ、３ｄ全体の熱負荷に応じて、熱源ユニット２の熱負荷をバランスさせるように構成さ
れている。
【００２７】
　＜利用ユニット＞
　利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄは、ビル等の室内の天井に埋め込みや吊り下げ等
、又は、室内の壁面に壁掛け等により設置されている。利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、
３ｄは、冷媒連絡管７、８、９及び接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄを介して熱源ユ
ニット２に接続されており、冷媒回路１０の一部を構成している。
【００２８】
　次に、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの構成について説明する。尚、利用ユニッ
ト３ａと利用ユニット３ｂ、３ｃ、３ｄとは同様の構成であるため、ここでは、利用ユニ
ット３ａの構成のみ説明し、利用ユニット３ｂ、３ｃ、３ｄの構成については、それぞれ
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、利用ユニット３ａの各部を示す符号の添字「ａ」の代わりに、「ｂ」、「ｃ」又は「ｄ
」の添字を付して、各部の説明を省略する。
【００２９】
　利用ユニット３ａは、主として、冷媒回路１０の一部を構成しており、利用側冷媒回路
１３ａ（利用ユニット３ｂ、３ｃ、３ｄでは、それぞれ、利用側冷媒回路１３ｂ、１３ｃ
、１３ｄ）を有している。利用側冷媒回路１３ａは、主として、利用側流量調節弁５１ａ
と、利用側熱交換器５２ａとを有している。
【００３０】
　利用側流量調節弁５１ａは、利用側熱交換器５２ａを流れる冷媒の流量の調節等を行う
ために、利用側熱交換器５２ａの液側に接続された開度調節が可能な電動膨張弁である。
【００３１】
　利用側熱交換器５２ａは、冷媒と室内空気との熱交換を行うための機器であり、例えば
、多数の伝熱管及びフィンによって構成されたフィン・アンド・チューブ型熱交換器から
なる。ここで、利用ユニット３ａは、ユニット内に室内空気を吸入して、熱交換した後に
、供給空気として屋内に供給するための室内ファン５３ａを有しており、室内空気と利用
側熱交換器３２ａを流れる冷媒とを熱交換させることが可能である。室内ファン５３ａは
、室内ファンモータ５４ａによって駆動される。
【００３２】
　また、利用ユニット３ａは、利用ユニット３ａを構成する各部５１ａ、５４ａの動作を
制御する利用側制御部５０ａを有している。そして、利用側制御部５０ａは、利用ユニッ
ト３ａの制御を行うために設けられたマイクロコンピュータやメモリを有しており、リモ
コン（図示せず）との間で制御信号等のやりとりを行ったり、熱源ユニット２との間で制
御信号等のやりとりを行うことができるようになっている。
【００３３】
　＜熱源ユニット＞
　熱源ユニット２は、ビル等の屋上等に設置されており、冷媒連絡管７、８、９を介して
利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄに接続されており、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ
、３ｄとの間で冷媒回路１０を構成している。
【００３４】
　次に、熱源ユニット２の構成について説明する。熱源ユニット２は、主として、冷媒回
路１０の一部を構成しており、熱源側冷媒回路１２を有している。熱源側冷媒回路１２は
、主として、圧縮機２１と、複数（ここでは、２つ）の熱交切換機構２２、２３と、複数
（ここでは、２つ）の熱源側熱交換器２４、２５と、複数（ここでは、２つ）の熱源側流
量調節弁２６、２７と、レシーバ２８と、ブリッジ回路２９と、高低圧切換機構３０と、
液側閉鎖弁３１と、高低圧ガス側閉鎖弁３２と、低圧ガス側閉鎖弁３３とを有している。
【００３５】
　圧縮機２１は、ここでは、冷媒を圧縮するための機器であり、例えば、圧縮機モータ２
１ａをインバータ制御することで運転容量を可変することが可能なスクロール型等の容積
式圧縮機からなる。
【００３６】
　第１熱交切換機構２２は、第１熱源側熱交換器２４を冷媒の放熱器として機能させる場
合（以下、「放熱運転状態」とする）には圧縮機２１の吐出側と第１熱源側熱交換器２４
のガス側とを接続し（図１の第１熱交切換機構２２の実線を参照）、第１熱源側熱交換器
２４を冷媒の蒸発器として機能させる場合（以下、「蒸発運転状態」とする）には圧縮機
２１の吸入側と第１熱源側熱交換器２４のガス側とを接続するように（図１の第１熱交切
換機構２２の破線を参照）、熱源側冷媒回路１２内における冷媒の流路を切り換えること
が可能な機器であり、例えば、四路切換弁からなる。また、第２熱交切換機構２３は、第
２熱源側熱交換器２５を冷媒の放熱器として機能させる場合（以下、「放熱運転状態」と
する）には圧縮機２１の吐出側と第２熱源側熱交換器２５のガス側とを接続し（図１の第
２熱交切換機構２３の実線を参照）、第２熱源側熱交換器２５を冷媒の蒸発器として機能
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させる場合（以下、「蒸発運転状態」とする）には圧縮機２１の吸入側と第２熱源側熱交
換器２５のガス側とを接続するように（図１の第２熱交切換機構２３の破線を参照）、熱
源側冷媒回路１２内における冷媒の流路を切り換えることが可能な機器であり、例えば、
四路切換弁からなる。そして、第１熱交切換機構２２及び第２熱交切換機構２３の切り換
え状態を変更することによって、第１熱源側熱交換器２４及び第２熱源側熱交換器２５は
、個別に冷媒の蒸発器又は放熱器として機能させる切り換えが可能になっている。
【００３７】
　第１熱源側熱交換器２４は、冷媒と室外空気との熱交換を行うための機器であり、例え
ば、多数の伝熱管及びフィンによって構成されたフィン・アンド・チューブ型熱交換器か
らなる。第１熱源側熱交換器２４は、そのガス側が第１熱交切換機構２２に接続され、そ
の液側が第１熱源側流量調節弁２６に接続されている。具体的には、第１熱源側熱交換器
２４のガス側は、第１熱源側熱交換器２４を構成する複数の伝熱管との間で冷媒の合流及
び分岐を行うための第１ヘッダ２４ａが設けられており、第１ヘッダ２４ａが第１熱交切
換機構２２に接続されている。第１熱源側熱交換器２４の液側は、第１熱源側熱交換器２
４を構成する複数の伝熱管との間で冷媒の合流及び分岐を行うための第１分流器２４ｂが
設けられており、第１分流器２４ｂが第１熱源側流量調節弁２６に接続されている。また
、第２熱源側熱交換器２５は、冷媒と室外空気との熱交換を行うための機器であり、例え
ば、多数の伝熱管及びフィンによって構成されたフィン・アンド・チューブ型熱交換器か
らなる。第２熱源側熱交換器２５は、そのガス側が第２熱交切換機構２３に接続され、そ
の液側が第２熱源側流量調節弁２７に接続されている。具体的には、第２熱源側熱交換器
２５のガス側は、第２熱源側熱交換器２５を構成する複数の伝熱管との間で冷媒の合流及
び分岐を行うための第２ヘッダ２５ａが設けられており、第２ヘッダ２５ａが第２熱交切
換機構２３に接続されている。第２熱源側熱交換器２５の液側は、第２熱源側熱交換器２
５を構成する複数の伝熱管との間で冷媒の合流及び分岐を行うための第２分流器２５ｂが
設けられており、第２分流器２５ｂが第２熱源側流量調節弁２７に接続されている。
【００３８】
　ここで、第１熱源側熱交換器２４と第２熱源側熱交換器２５とは、熱交換容量が異なっ
ており、第１熱源側熱交換器２４よりも第２熱源側熱交換器２５の熱交換容量のほうが大
きい。具体的には、第２熱源側熱交換器２５は、第１熱源側熱交換器の１．８倍～４．０
倍の熱交換容量を有している。また、熱交換容量が小さい第１熱源側熱交換器２４は、熱
交換容量が大きい第２熱源側熱交換器２５の上側に配置されている。具体的には、第１熱
源側熱交換器２４と第２熱源側熱交換器２５とを一体の熱源側熱交換器として構成し、そ
の上部を構成する伝熱管を第１ヘッダ２４ａ及び第１分流器２４ｂに接続することで第１
熱源側熱交換器２４として機能させ、その下部を構成する伝熱管を第２ヘッダ２５ａ及び
第２分流器２５ｂに接続することで第２熱源側熱交換器２５として機能させるようにして
いる。また、第２ヘッダ２５ａは、第１ヘッダ２４ａよりも流路断面積が大きい。具体的
には、第２ヘッダ２５ａの内径サイズを第１ヘッダ２４ａの内径サイズよりも大きくして
いる。そして、熱源ユニット２は、ユニット内に室外空気を吸入して、熱交換した後に、
ユニット外に排出するための室外ファン３４を有しており、室外空気と熱源側熱交換器２
４、２５を流れる冷媒とを熱交換させることが可能である。室外ファン３４は、室外ファ
ンモータ３４ａによって駆動される。ここで、熱源ユニット２の側面には、室外空気を吸
入するための吸入口２ａが形成されており、熱源ユニット２の天面には、室外空気を排出
するための排出口２ｂが形成されており、室外ファン３４は、熱源ユニット２の上部に配
置されている。
【００３９】
　第１熱源側流量調節弁２６は、第１熱源側熱交換器２４を流れる冷媒の流量の調節等を
行うために、第１熱源側熱交換器２４の液側に接続された開度調節が可能な電動膨張弁で
ある。また、第２熱源側流量調節弁２７は、第２熱源側熱交換器２５を流れる冷媒の流量
の調節等を行うために、第２熱源側熱交換器２５の液側に接続された開度調節が可能な電
動膨張弁である。ここで、第１熱源側流量調節弁２６と第２熱源側流量調節弁２７とは、
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定格Ｃｖ値が異なっており、第１熱源側流量調節弁２６よりも第２熱源側流量調節弁２７
の定格Ｃｖ値のほうが大きい。
【００４０】
　レシーバ２８は、熱源側熱交換器２４、２５と利用側冷媒回路１３ａ、１３ｂ、１３ｃ
、１３ｄとの間を流れる冷媒を一時的に溜めるための容器である。レシーバ２８の上部に
は、レシーバ入口管２８ａが設けられており、レシーバ２８の下部には、レシーバ出口管
２８ｂが設けられている。また、レシーバ入口管２８ａには、開閉制御が可能なレシーバ
入口開閉弁２８ｃが設けられている。そして、レシーバ２８の入口管２８ａ及び出口管２
８ｂは、ブリッジ回路２９を介して、熱源側熱交換器２４、２５と液側閉鎖弁３１との間
に接続されている。
【００４１】
　ブリッジ回路２９は、冷媒が熱源側熱交換器２４、２５側から液側閉鎖弁３１側に向か
って流れる場合、及び、冷媒が液側閉鎖弁３１側から熱源側熱交換器２４、２５側に向か
って流れる場合のいずれにおいても、レシーバ入口管２８ａを通じてレシーバ２８内に冷
媒を流入させ、レシーバ出口管２８ｂを通じてレシーバ２８内から冷媒を流出させる機能
を有する回路である。ブリッジ回路２９は、４つの逆止弁２９ａ、２９ｂ、２９ｃ、２９
ｄを有している。そして、入口逆止弁２９ａは、熱源側熱交換器２４、２５側からレシー
バ入口管２８ａへの冷媒の流通のみを許容する逆止弁である。入口逆止弁２９ｂは、液側
閉鎖弁３１側からレシーバ入口管２８ａへの冷媒の流通のみを許容する逆止弁である。す
なわち、入口逆止弁２９ａ、２９ｂは、熱源側熱交換器２４、２５側又は液側閉鎖弁３１
側からレシーバ入口管２８ａに冷媒を流通させる機能を有している。出口逆止弁２９ｃは
、レシーバ出口管２８ｂから液側閉鎖弁３１側への冷媒の流通のみを許容する逆止弁であ
る。出口逆止弁２９ｄは、レシーバ出口管２８ｂから熱源側熱交換器２４、２５側への冷
媒の流通のみを許容する逆止弁である。すなわち、出口逆止弁２９ｃ、２９ｄは、レシー
バ出口管２８ｂから熱源側熱交換器２４、２５側又は液側閉鎖弁３１側に冷媒を流通させ
る機能を有している。
【００４２】
　高低圧切換機構３０は、圧縮機２１から吐出された高圧のガス冷媒を利用側冷媒回路１
３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄに送る場合（以下、「放熱負荷主体運転状態」とする）に
は、圧縮機２１の吐出側と高低圧ガス側閉鎖弁３２とを接続し（図１の高低圧切換機構３
０の破線を参照）、圧縮機２１から吐出された高圧のガス冷媒を利用側冷媒回路１３ａ、
１３ｂ、１３ｃ、１３ｄに送らない場合（以下、「蒸発負荷主体運転状態」とする）には
、高低圧ガス側閉鎖弁３２と圧縮機２１の吸入側とを接続するように（図１の高低圧切換
機構３０の実線を参照）、熱源側冷媒回路１２内における冷媒の流路を切り換えることが
可能な機器であり、例えば、四路切換弁からなる。
【００４３】
　液側閉鎖弁３１、高低圧ガス側閉鎖弁３２及び低圧ガス側閉鎖弁３３は、外部の機器・
配管（具体的には、冷媒連絡管７、８及び９）との接続口に設けられた弁である。液側閉
鎖弁３１は、ブリッジ回路２９を介してレシーバ入口管２８ａ又はレシーバ出口管２８ｂ
に接続されている。高低圧ガス側閉鎖弁３２は、高低圧切換機構３０に接続されている。
低圧ガス側閉鎖弁３３は、圧縮機２１の吸入側に接続されている。
【００４４】
　また、熱源ユニット２は、熱源ユニット２を構成する各部２１ａ、２２、２３、２６、
２７、２８ｃ、３０、３４ａの動作を制御する熱源側制御部２０を有している。そして、
熱源側制御部２０は、熱源ユニット２の制御を行うために設けられたマイクロコンピュー
タやメモリを有しており、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの利用側制御部５０ａ、
５０ｂ、５０ｃ、５０ｄとの間で制御信号等のやりとりを行うことができるようになって
いる。
【００４５】
　＜接続ユニット＞
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　接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄは、ビル等の室内に利用ユニット３ａ、３ｂ、３
ｃ、３ｄとともに設置されている。接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄは、冷媒連絡管
９、１０、１１とともに、利用ユニット３、４、５と熱源ユニット２との間に介在してお
り、冷媒回路１０の一部を構成している。
【００４６】
　次に、接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄの構成について説明する。尚、接続ユニッ
ト４ａと接続ユニット４ｂ、４ｃ、４ｄとは同様の構成であるため、ここでは、接続ユニ
ット４ａの構成のみ説明し、接続ユニット４ｂ、４ｃ、４ｄの構成については、それぞれ
、接続ユニット４ａの各部を示す符号の添字「ａ」の代わりに、「ｂ」、「ｃ」又は「ｄ
」の添字を付して、各部の説明を省略する。
【００４７】
　接続ユニット４ａは、主として、冷媒回路１０の一部を構成しており、接続側冷媒回路
１４ａ（接続ユニット４ｂ、４ｃ、４ｄでは、それぞれ、接続側冷媒回路１４ｂ、１４ｃ
、１４ｄ）を有している。接続側冷媒回路１４ａは、主として、液接続管６１ａと、ガス
接続管６２ａとを有している。
【００４８】
　液接続管６１ａは、液冷媒連絡管７と利用側冷媒回路１３ａの利用側流量調節弁５１ａ
とを接続している。
【００４９】
　ガス接続管６２ａは、高低圧ガス冷媒連絡管８に接続された高圧ガス接続管６３ａと、
低圧ガス冷媒連絡管９に接続された低圧ガス接続管６４ａと、高圧ガス接続管６３ａと低
圧ガス接続管６４ａとを合流させる合流ガス接続管６５ａとを有している。合流ガス接続
管６５ａは、利用側冷媒回路１３ａの利用側熱交換器５２ａのガス側に接続されている。
高圧ガス接続管６３ａには、開閉制御が可能な高圧ガス開閉弁６６ａが設けられており、
低圧ガス接続管６４ａには、開閉制御が可能な低圧ガス開閉弁６７ａが設けられている。
【００５０】
　そして、接続ユニット４ａは、利用ユニット３ａが冷房運転を行う際には、低圧ガス開
閉弁６７ａを開けた状態にして、液冷媒連絡管７を通じて液接続管６１ａに流入する冷媒
を利用側冷媒回路１３ａの利用側流量調節弁５１ａを通じて利用側熱交換器５２ａに送り
、利用側熱交換器５２ａにおいて室内空気との熱交換によって蒸発した冷媒を、合流ガス
接続管６５ａ及び低圧ガス接続管６４ａを通じて、低圧ガス冷媒連絡管９に戻すように機
能することができる。また、接続ユニット４ａは、利用ユニット３ａが暖房運転を行う際
には、低圧ガス開閉弁６７ａを閉止し、かつ、高圧ガス開閉弁６６ａを開けた状態にして
、高低圧ガス冷媒連絡管８を通じて高圧ガス接続管６３ａ及び合流ガス接続管６５ａに流
入する冷媒を利用側冷媒回路１３ａの利用側熱交換器５２ａに送り、利用側熱交換器５２
ａにおいて室内空気との熱交換によって放熱した冷媒を、利用側流量調節弁５１ａ及び液
接続管６１ａを通じて、液冷媒連絡管７に戻すように機能することができる。この機能は
、接続ユニット４ａだけでなく、接続ユニット４ｂ、４ｃ、４ｄも同様に有しているため
、接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄによって、利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２
ｃ、５２ｄは、個別に冷媒の蒸発器又は放熱器として機能させる切り換えが可能になって
いる。
【００５１】
　また、接続ユニット４ａは、接続ユニット４ａを構成する各部６６ａ、６７ａの動作を
制御する接続側制御部６０ａを有している。そして、接続側制御部６０ａは、接続ユニッ
ト６０ａの制御を行うために設けられたマイクロコンピュータやメモリを有しており、利
用ユニット３ａの利用側制御部５０ａとの間で制御信号等のやりとりを行うことができる
ようになっている。
【００５２】
　以上のように、利用側冷媒回路１３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄと、熱源側冷媒回路１
２と、冷媒連絡管７、８、９と、接続側冷媒回路１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄとが接
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続されて、冷暖同時運転型空気調和装置１の冷媒回路１０が構成されている。そして、冷
暖同時運転型空気調和装置１では、例えば、利用ユニット３ａ、３ｂが冷房運転を行いつ
つ、利用ユニット３ｃ、３ｄが暖房運転を行う冷暖同時運転を行うことが可能になってい
る。このとき、冷媒の放熱器として機能する利用側熱交換器５２ａ、５２ｂから冷媒の蒸
発器として機能する利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄに冷媒を送ることで利用ユニット３ａ
、３ｂ、３ｃ、３ｄ間において熱回収が行われている。すなわち、冷暖同時運転型空気調
和装置１は、圧縮機２１と、個別に冷媒の蒸発器又は放熱器として機能させる切り換えが
可能な複数（ここでは、２つ）の熱源側熱交換器２４、２５と、個別に冷媒の蒸発器又は
放熱器として機能させる切り換えが可能な複数（ここでは、４つ）の利用側熱交換器５２
ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄとを含んでおり、冷媒の放熱器として機能する利用側熱交換
器から冷媒の蒸発器として機能する利用側熱交換器に冷媒を送ることで利用側熱交換器間
において熱回収を行うことが可能な熱回収型冷凍装置を構成している。そして、ここでは
、上記のように、第２熱源側熱交換器２５を第１熱源側熱交換器２４の熱交換容量の１．
８倍以上にしている。
【００５３】
　（２）熱回収型冷凍装置（冷暖同時運転型空気調和装置）の動作
　次に、冷暖同時運転型空気調和装置１の動作について説明する。
【００５４】
　冷暖同時運転型空気調和装置１の運転モードは、冷房運転モード（蒸発負荷大）と、冷
房運転モード（蒸発負荷小）と、暖房運転モード（放熱負荷大）と、暖房運転モード（放
熱負荷小）と、冷暖同時運転モード（蒸発負荷主体）と、冷暖同時運転モード（放熱負荷
主体）と、冷暖同時運転モード（蒸発・放熱負荷均衡）とに分けることができる。ここで
、冷房運転モード（蒸発負荷大）は、冷房運転（すなわち、利用側熱交換器が冷媒の蒸発
器として機能する運転）を行う利用ユニットだけが存在し、利用ユニット全体の蒸発負荷
に対して熱源側熱交換器２４、２５の両方を冷媒の放熱器として機能させる運転モードで
ある。冷房運転モード（蒸発負荷小）は、冷房運転（すなわち、利用側熱交換器が冷媒の
蒸発器として機能する運転）を行う利用ユニットだけが存在し、利用ユニット全体の蒸発
負荷に対して第１熱源側熱交換器２４だけを冷媒の放熱器として機能させる運転モードで
ある。暖房運転モード（放熱負荷大）は、暖房運転（すなわち、利用側熱交換器が冷媒の
放熱器として機能する運転）を行う利用ユニットだけが存在し、利用ユニット全体の放熱
負荷に対して熱源側熱交換器２４、２５の両方を冷媒の蒸発器として機能させる運転モー
ドである。暖房運転モード（放熱負荷小）は、暖房運転（すなわち、利用側熱交換器が冷
媒の放熱器として機能する運転）を行う利用ユニットだけが存在し、利用ユニット全体の
放熱負荷に対して第１熱源側熱交換器２４だけを冷媒の蒸発器として機能させる運転モー
ドである。冷暖同時運転モード（蒸発負荷主体）は、冷房運転（すなわち、利用側熱交換
器が冷媒の蒸発器として機能する運転）を行う利用ユニットと暖房運転（すなわち、利用
側熱交換器が冷媒の放熱器として機能する運転）を行う利用ユニットとが混在し、利用ユ
ニット全体の熱負荷が蒸発負荷主体である場合に、この利用ユニット全体の蒸発負荷に対
して第１熱源側熱交換器２４だけを冷媒の放熱器として機能させる運転モードである。冷
暖同時運転モード（放熱負荷主体）は、冷房運転（すなわち、利用側熱交換器が冷媒の蒸
発器として機能する運転）を行う利用ユニットと暖房運転（すなわち、利用側熱交換器が
冷媒の放熱器として機能する運転）を行う利用ユニットとが混在し、利用ユニット全体の
熱負荷が放熱負荷主体である場合に、この利用ユニット全体の放熱負荷に対して第１熱源
側熱交換器２４だけを冷媒の蒸発器として機能させる運転モードである。冷暖同時運転モ
ード（蒸発・放熱負荷均衡）は、冷房運転（すなわち、利用側熱交換器が冷媒の蒸発器と
して機能する運転）を行う利用ユニットと暖房運転（すなわち、利用側熱交換器が冷媒の
放熱器として機能する運転）を行う利用ユニットとが混在し、利用ユニット全体の蒸発負
荷と放熱負荷とが均衡する場合に、第１熱源側熱交換器２４を冷媒の放熱器として機能さ
せ、かつ、第２熱源側熱交換器２５を冷媒の蒸発器として機能させる運転モードである。
【００５５】
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　尚、これらの運転モードを含む冷暖同時運転型空気調和装置１の動作は、上記の制御部
２０、５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０ｄ、６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄによって行わ
れる。
【００５６】
　＜冷房運転モード（蒸発負荷大）＞
　冷房運転モード（蒸発負荷大）の際、例えば、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの
全てが冷房運転（すなわち、利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄの全てが冷
媒の蒸発器として機能する運転）を行い、熱源側熱交換器２４、２５の両方が冷媒の放熱
器として機能する際、空気調和装置１の冷媒回路１０は、図４に示されるように構成され
る（冷媒の流れについては、図４の冷媒回路１０に付された矢印を参照）。
【００５７】
　具体的には、熱源ユニット２においては、第１熱交切換機構２２を放熱運転状態（図４
の第１熱交切換機構２２の実線で示された状態）に切り換え、第２熱交切換機構２３を放
熱運転状態（図４の第２熱交切換機構２３の実線で示された状態）に切り換えることによ
って、熱源側熱交換器２４、２５の両方を冷媒の放熱器として機能させるようになってい
る。また、高低圧切換機構３０を蒸発負荷主体運転状態（図４の高低圧切換機構３０の実
線で示された状態）に切り換えている。また、熱源側流量調節弁２６、２７は、開度調節
され、レシーバ入口開閉弁２８ｃは、開状態になっている。接続ユニット４ａ、４ｂ、４
ｃ、４ｄにおいては、高圧ガス開閉弁６６ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄ、及び、低圧ガス
開閉弁６７ａ、６７ｂ、６７ｃ、６７ｄを開状態にすることによって、利用ユニット３ａ
、３ｂ、３ｃ、３ｄの利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄの全てを冷媒の蒸
発器として機能させるとともに、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの利用側熱交換器
５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄの全てと熱源ユニット２の圧縮機２１の吸入側とが高低
圧ガス冷媒連絡管８及び低圧ガス冷媒連絡管９を介して接続された状態になっている。利
用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄにおいては、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１
ｃ、５１ｄは、開度調節されている。
【００５８】
　このような冷媒回路１０において、圧縮機２１で圧縮され吐出された高圧のガス冷媒は
、熱交切換機構２２、２３を通じて、熱源側熱交換器２４、２５の両方に送られる。そし
て、熱源側熱交換器２４、２５に送られた高圧のガス冷媒は、熱源側熱交換器２４、２５
において、室外ファン３４によって供給される熱源としての室外空気と熱交換を行うこと
によって放熱する。そして、熱源側熱交換器２４、２５において放熱した冷媒は、熱源側
流量調節弁２６、２７において流量調節された後、合流して、入口逆止弁２９ａ及びレシ
ーバ入口開閉弁２８ｃを通じて、レシーバ２８に送られる。そして、レシーバ２８に送ら
れた冷媒は、レシーバ２８内に一時的に溜められた後、出口逆止弁２９ｃ及び液側閉鎖弁
３１を通じて、液冷媒連絡管６に送られる。
【００５９】
　そして、液冷媒連絡管６に送られた冷媒は、４つに分岐されて、各接続ユニット４ａ、
４ｂ、４ｃ、４ｄの液接続管６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、６１ｄに送られる。そして、液接
続管６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、６１ｄに送られた冷媒は、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ
、３ｄの利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄに送られる。
【００６０】
　そして、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄに送られた冷媒は、利用側
流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄにおいて流量調節された後、利用側熱交換器
５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄにおいて、室内ファン５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｄ
によって供給される室内空気と熱交換を行うことによって蒸発して低圧のガス冷媒となる
。一方、室内空気は、冷却されて室内に供給されて、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３
ｄの冷房運転が行われる。そして、低圧のガス冷媒は、接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、
４ｄの合流ガス接続管６５ａ、６５ｂ、６５ｃ、６５ｄに送られる。
【００６１】
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　そして、合流ガス接続管６５ａ、６５ｂ、６５ｃ、６５ｄに送られた低圧のガス冷媒は
、高圧ガス開閉弁６６ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄ及び高圧ガス接続管６３ａ、６３ｂ、
６３ｃ、６３ｄを通じて、高低圧ガス冷媒連絡管８に送られて合流するとともに、低圧ガ
ス開閉弁６７ａ、６７ｂ、６７ｃ、６７ｄ及び低圧ガス接続管６４ａ、６４ｂ、６４ｃ、
６４ｄを通じて、低圧ガス冷媒連絡管９に送られて合流する。
【００６２】
　そして、ガス冷媒連絡管８、９に送られた低圧のガス冷媒は、ガス側閉鎖弁３２、３３
及び高低圧切換機構３０を通じて、圧縮機２１の吸入側に戻される。
【００６３】
　このようにして、冷房運転モード（蒸発負荷大）における動作が行われる。
【００６４】
　＜冷房運転モード（蒸発負荷小）＞
　冷房運転モード（蒸発負荷小）、例えば、利用ユニット３ａだけが冷房運転（すなわち
、利用側熱交換器５２ａだけが冷媒の蒸発器として機能する運転）を行い、第１熱源側熱
交換器２４だけが冷媒の放熱器として機能する際、空気調和装置１の冷媒回路１０は、図
５に示されるように構成される（冷媒の流れについては、図５の冷媒回路１０に付された
矢印を参照）。
【００６５】
　具体的には、熱源ユニット２においては、第１熱交切換機構２２を放熱運転状態（図５
の第１熱交切換機構２２の実線で示された状態）に切り換えることによって、第１熱源側
熱交換器２４だけを冷媒の放熱器として機能させるようになっている。また、高低圧切換
機構３０を蒸発負荷主体運転状態（図５の高低圧切換機構３０の実線で示された状態）に
切り換えている。また、第１熱源側流量調節弁２６は、開度調節され、第２熱源側流量調
節弁２７は、閉状態になっており、レシーバ入口開閉弁２８ｃは、開状態になっている。
接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄにおいては、高圧ガス開閉弁６６ａ、及び、低圧ガ
ス開閉弁６７ａを開状態にし、かつ、高圧ガス開閉弁６６ｂ、６６ｃ、６６ｄ、及び、低
圧ガス開閉弁６７ｂ、６７ｃ、６７ｄを閉状態にすることによって、利用ユニット３ａの
利用側熱交換器５２ａだけを冷媒の蒸発器として機能させるとともに、利用ユニット３ａ
の利用側熱交換器５２ａと熱源ユニット２の圧縮機２１の吸入側とが高低圧ガス冷媒連絡
管８及び低圧ガス冷媒連絡管９を介して接続された状態になっている。利用ユニット３ａ
においては、利用側流量調節弁５１ａは、開度調節され、利用ユニット３ｂ、３ｃ、３ｄ
においては、利用側流量調節弁５１ｂ、５１ｃ、５１ｄは、閉状態になっている。
【００６６】
　このような冷媒回路１０において、圧縮機２１で圧縮され吐出された高圧のガス冷媒は
、第１熱交切換機構２２を通じて、第１熱源側熱交換器２４だけに送られる。そして、第
１熱源側熱交換器２４に送られた高圧のガス冷媒は、第１熱源側熱交換器２４において、
室外ファン３４によって供給される熱源としての室外空気と熱交換を行うことによって放
熱する。そして、第１熱源側熱交換器２４において放熱した冷媒は、第１熱源側流量調節
弁２６において流量調節された後、入口逆止弁２９ａ及びレシーバ入口開閉弁２８ｃを通
じて、レシーバ２８に送られる。そして、レシーバ２８に送られた冷媒は、レシーバ２８
内に一時的に溜められた後、出口逆止弁２９ｃ及び液側閉鎖弁３１を通じて、液冷媒連絡
管６に送られる。
【００６７】
　そして、液冷媒連絡管６に送られた冷媒は、接続ユニット４ａの液接続管６１ａだけに
送られる。そして、接続ユニット４ａの液接続管６１ａに送られた冷媒は、利用ユニット
３ａの利用側流量調節弁５１ａに送られる。
【００６８】
　そして、利用側流量調節弁５１ａに送られた冷媒は、利用側流量調節弁５１ａにおいて
流量調節された後、利用側熱交換器５２ａにおいて、室内ファン５３ａによって供給され
る室内空気と熱交換を行うことによって蒸発して低圧のガス冷媒となる。一方、室内空気
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は、冷却されて室内に供給されて、利用ユニット３ａだけの冷房運転が行われる。そして
、低圧のガス冷媒は、接続ユニット４ａの合流ガス接続管６５ａに送られる。
【００６９】
　そして、合流ガス接続管６５ａに送られた低圧のガス冷媒は、高圧ガス開閉弁６６ａ及
び高圧ガス接続管６３ａを通じて、高低圧ガス冷媒連絡管８に送られるとともに、低圧ガ
ス開閉弁６７ａ及び低圧ガス接続管６４ａを通じて、低圧ガス冷媒連絡管９に送られる。
【００７０】
　そして、ガス冷媒連絡管８、９に送られた低圧のガス冷媒は、ガス側閉鎖弁３２、３３
及び高低圧切換機構３０を通じて、圧縮機２１の吸入側に戻される。
【００７１】
　このようにして、冷房運転モード（蒸発負荷小）における動作が行われる。
【００７２】
　＜暖房運転モード（放熱負荷大）＞
　暖房運転モード（放熱負荷大）の際、例えば、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの
全てが暖房運転（すなわち、利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄの全てが冷
媒の放熱器として機能する運転）を行い、熱源側熱交換器２４、２５の両方が冷媒の蒸発
器として機能する際、空気調和装置１の冷媒回路１０は、図６に示されるように構成され
る（冷媒の流れについては、図６の冷媒回路１０に付された矢印を参照）。
【００７３】
　具体的には、熱源ユニット２においては、第１熱交切換機構２２を蒸発運転状態（図６
の第１熱交切換機構２２の破線で示された状態）に切り換え、第２熱交切換機構２３を蒸
発運転状態（図６の第２熱交切換機構２３の破線で示された状態）に切り換えることによ
って、熱源側熱交換器２４、２５の両方を冷媒の蒸発器として機能させるようになってい
る。また、高低圧切換機構３０を放熱負荷主体運転状態（図６の高低圧切換機構３０の破
線で示された状態）に切り換えている。また、熱源側流量調節弁２６、２７は、開度調節
され、レシーバ入口開閉弁２８ｃは、開状態になっている。接続ユニット４ａ、４ｂ、４
ｃ、４ｄにおいては、高圧ガス開閉弁６６ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄを開状態にし、低
圧ガス開閉弁６７ａ、６７ｂ、６７ｃ、６７ｄを閉状態にすることによって、利用ユニッ
ト３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄの全てを冷
媒の放熱器として機能させるとともに、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの利用側熱
交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄの全てと熱源ユニット２の圧縮機２１の吐出側と
が高低圧ガス冷媒連絡管８を介して接続された状態になっている。利用ユニット３ａ、３
ｂ、３ｃ、３ｄにおいては、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄは、開度
調節されている。
【００７４】
　このような冷媒回路１０において、圧縮機２１で圧縮され吐出された高圧のガス冷媒は
、高低圧切換機構３０及び高低圧ガス側閉鎖弁３２を通じて、高低圧ガス冷媒連絡管８に
送られる。
【００７５】
　そして、高低圧ガス冷媒連絡管８に送られた高圧のガス冷媒は、４つに分岐されて、各
接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄの高圧ガス接続管６３ａ、６３ｂ、６３ｃ、６３ｄ
に送られる。高圧ガス接続管６３ａ、６３ｂ、６３ｃ、６３ｄに送られた高圧のガス冷媒
は、高圧ガス開閉弁６６ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄ及び合流ガス接続管６５ａ、６５ｂ
、６５ｃ、６５ｄを通じて、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの利用側熱交換器５２
ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄに送られる。
【００７６】
　そして、利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄに送られた高圧のガス冷媒は
、利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄにおいて、室内ファン５３ａ、５３ｂ
、５３ｃ、５３ｄによって供給される室内空気と熱交換を行うことによって放熱する。一
方、室内空気は、加熱されて室内に供給されて、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄの
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暖房運転が行われる。利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄにおいて放熱した
冷媒は、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄにおいて流量調節された後、
接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄの液接続管６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、６１ｄに送ら
れる。
【００７７】
　そして、液接続管６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、６１ｄに送られた冷媒は、液冷媒連絡管６
に送られて合流する。
【００７８】
　そして、液冷媒連絡管６に送られた冷媒は、液側閉鎖弁３１、入口逆止弁２９ｂ及びレ
シーバ入口開閉弁２８ｃを通じて、レシーバ２８に送られる。レシーバ２８に送られた冷
媒は、レシーバ２８内に一時的に溜められた後、出口逆止弁２９ｄを通じて、熱源側流量
調節弁２６、２７の両方に送られる。そして、熱源側流量調節弁２６、２７に送られた冷
媒は、熱源側流量調節弁２６、２７において流量調節された後、熱源側熱交換器２４、２
５において、室外ファン３４によって供給される室外空気と熱交換を行うことによって蒸
発して低圧のガス冷媒になり、熱交切換機構２２、２３に送られる。そして、熱交切換機
構２２、２３に送られた低圧のガス冷媒は、合流して、圧縮機２１の吸入側に戻される。
【００７９】
　このようにして、暖房運転モード（放熱負荷大）における動作が行われる。
【００８０】
　＜暖房運転モード（放熱負荷小）＞
　暖房運転モード（放熱負荷小）、例えば、利用ユニット３ａだけが暖房運転（すなわち
、利用側熱交換器５２ａだけが冷媒の放熱器として機能する運転）を行い、第１熱源側熱
交換器２４だけが冷媒の蒸発器として機能する際、空気調和装置１の冷媒回路１０は、図
７に示されるように構成される（冷媒の流れについては、図７の冷媒回路１０に付された
矢印を参照）。
【００８１】
　具体的には、熱源ユニット２においては、第１熱交切換機構２２を蒸発運転状態（図７
の第１熱交切換機構２２の破線で示された状態）に切り換えることによって、第１熱源側
熱交換器２４だけを冷媒の蒸発器として機能させるようになっている。また、高低圧切換
機構３０を放熱負荷主体運転状態（図７の高低圧切換機構３０の破線で示された状態）に
切り換えている。また、第１熱源側流量調節弁２６は、開度調節され、第２熱源側流量調
節弁２７は、閉状態になっており、レシーバ入口開閉弁２８ｃは、開状態になっている。
接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄにおいては、高圧ガス開閉弁６６ａを開状態にし、
高圧ガス開閉弁６６ｂ、６６ｃ、６６ｄ、及び、低圧ガス開閉弁６７ａ、６７ｂ、６７ｃ
、６７ｄを閉状態にすることによって、利用ユニット３ａの利用側熱交換器５２ａだけを
冷媒の放熱器として機能させるとともに、利用ユニット３ａの利用側熱交換器５２ａと熱
源ユニット２の圧縮機２１の吐出側とが高低圧ガス冷媒連絡管８を介して接続された状態
になっている。利用ユニット３ａにおいては、利用側流量調節弁５１ａは、開度調節され
、利用ユニット３ｂ、３ｃ、３ｄにおいては、利用側流量調節弁５１ｂ、５１ｃ、５１ｄ
は、閉状態になっている。
【００８２】
　このような冷媒回路１０において、圧縮機２１で圧縮され吐出された高圧のガス冷媒は
、高低圧切換機構３０及び高低圧ガス側閉鎖弁３２を通じて、高低圧ガス冷媒連絡管８に
送られる。
【００８３】
　そして、高低圧ガス冷媒連絡管８に送られた高圧のガス冷媒は、接続ユニット４ａの高
圧ガス接続管６３ａだけに送られる。高圧ガス接続管６３ａに送られた高圧のガス冷媒は
、高圧ガス開閉弁６６ａ及び合流ガス接続管６５ａを通じて、利用ユニット３ａの利用側
熱交換器５２ａに送られる。
【００８４】
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　そして、利用側熱交換器５２ａに送られた高圧のガス冷媒は、利用側熱交換器５２ａに
おいて、室内ファン５３ａによって供給される室内空気と熱交換を行うことによって放熱
する。一方、室内空気は、加熱されて室内に供給されて、利用ユニット３ａだけの暖房運
転が行われる。利用側熱交換器５２ａにおいて放熱した冷媒は、利用側流量調節弁５１ａ
において流量調節された後、接続ユニット４ａの液接続管６１ａに送られる。
【００８５】
　そして、液接続管６１ａに送られた冷媒は、液冷媒連絡管６に送られる。
【００８６】
　そして、液冷媒連絡管６に送られた冷媒は、液側閉鎖弁３１、入口逆止弁２９ｂ及びレ
シーバ入口開閉弁２８ｃを通じて、レシーバ２８に送られる。レシーバ２８に送られた冷
媒は、レシーバ２８内に一時的に溜められた後、出口逆止弁２９ｄを通じて、第１熱源側
流量調節弁２６だけに送られる。そして、第１熱源側流量調節弁２６に送られた冷媒は、
第１熱源側流量調節弁２６において流量調節された後、第１熱源側熱交換器２４において
、室外ファン３４によって供給される室外空気と熱交換を行うことによって蒸発して低圧
のガス冷媒になり、第１熱交切換機構２２に送られる。そして、第１熱交切換機構２２に
送られた低圧のガス冷媒は、圧縮機２１の吸入側に戻される。
【００８７】
　このようにして、暖房運転モード（放熱負荷小）における動作が行われる。
【００８８】
　＜冷暖同時運転モード（蒸発負荷主体）＞
　冷暖同時運転モード（蒸発負荷主体）、例えば、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃが冷房
運転し、かつ、利用ユニット３ｄが暖房運転し（すなわち、利用側熱交換器５２ａ、５２
ｂ、５２ｃが冷媒の蒸発器として機能し、かつ、利用側熱交換器５２ｄが冷媒の放熱器と
して機能する運転）を行い、第１熱源側熱交換器２４だけが冷媒の放熱器として機能する
際、空気調和装置１の冷媒回路１０は、図８に示されるように構成される（冷媒の流れに
ついては、図８の冷媒回路１０に付された矢印を参照）。
【００８９】
　具体的には、熱源ユニット２においては、第１熱交切換機構２２を放熱運転状態（図８
の第１熱交切換機構２２の実線で示された状態）に切り換えることによって、第１熱源側
熱交換器２４だけを冷媒の放熱器として機能させるようになっている。また、高低圧切換
機構３０を放熱負荷主体運転状態（図８の高低圧切換機構３０の破線で示された状態）に
切り換えている。また、第１熱源側流量調節弁２６は、開度調節され、第２熱源側流量調
節弁２７は、閉状態になっており、レシーバ入口開閉弁２８ｃは、開状態になっている。
接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄにおいては、高圧ガス開閉弁６６ｄ、及び、低圧ガ
ス開閉弁６７ａ、６７ｂ、６７ｃを開状態にし、かつ、高圧ガス開閉弁６６ａ、６６ｂ、
６６ｃ、及び、低圧ガス開閉弁６７ｄを閉状態にすることによって、利用ユニット３ａ、
３ｂ、３ｃの利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃを冷媒の蒸発器として機能させ、か
つ、利用ユニット３ｄの利用側熱交換器５２ｄを冷媒の放熱器として機能させるとともに
、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃの利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃと熱源ユニッ
ト２の圧縮機２１の吸入側とが低圧ガス冷媒連絡管９を介して接続された状態になり、か
つ、利用ユニット３ｄの利用側熱交換器５２ｄと熱源ユニット２の圧縮機２１の吐出側と
が高低圧ガス冷媒連絡管８を介して接続された状態になっている。利用ユニット３ａ、３
ｂ、３ｃ、３ｄにおいては、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄは、開度
調節されている。
【００９０】
　このような冷媒回路１０において、圧縮機２１で圧縮され吐出された高圧のガス冷媒は
、その一部が、高低圧切換機構３０及び高低圧ガス側閉鎖弁３２を通じて、高低圧ガス冷
媒連絡管８に送られ、残りが、第１熱交切換機構２２を通じて、第１熱源側熱交換器２４
に送られる。
【００９１】
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　そして、高低圧ガス冷媒連絡管８に送られた高圧のガス冷媒は、接続ユニット４ｄの高
圧ガス接続管６３ｄに送られる。高圧ガス接続管６３ｄに送られた高圧のガス冷媒は、高
圧ガス開閉弁６６ｄ及び合流ガス接続管６５ｄを通じて、利用ユニット３ｄの利用側熱交
換器５２ｄに送られる。
【００９２】
　そして、利用側熱交換器５２ｄに送られた高圧のガス冷媒は、利用側熱交換器５２ｄに
おいて、室内ファン５３ｄによって供給される室内空気と熱交換を行うことによって放熱
する。一方、室内空気は、加熱されて室内に供給されて、利用ユニット３ｄの暖房運転が
行われる。利用側熱交換器５２ｄにおいて放熱した冷媒は、利用側流量調節弁５１ｄにお
いて流量調節された後、接続ユニット４ｄの液接続管６１ｄに送られる。
【００９３】
　また、第１熱源側熱交換器２４に送られた高圧のガス冷媒は、第１熱源側熱交換器２４
において、室外ファン３４によって供給される熱源としての室外空気と熱交換を行うこと
によって放熱する。そして、第１熱源側熱交換器２４において放熱した冷媒は、第１熱源
側流量調節弁２６において流量調節された後、入口逆止弁２９ａ及びレシーバ入口開閉弁
２８ｃを通じて、レシーバ２８に送られる。そして、レシーバ２８に送られた冷媒は、レ
シーバ２８内に一時的に溜められた後、出口逆止弁２９ｃ及び液側閉鎖弁３１を通じて、
液冷媒連絡管６に送られる。
【００９４】
　そして、利用側熱交換器５２ｄにおいて放熱して液接続管６１ｄに送られた冷媒は、液
冷媒連絡管６に送られて、第１熱源側熱交換器２４において放熱して液冷媒連絡管６に送
られた冷媒と合流する。
【００９５】
　そして、液冷媒連絡管６において合流した冷媒は、３つに分岐されて、各接続ユニット
４ａ、４ｂ、４ｃの液接続管６１ａ、６１ｂ、６１ｃに送られる。そして、液接続管６１
ａ、６１ｂ、６１ｃに送られた冷媒は、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃの利用側流量調節
弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃに送られる。
【００９６】
　そして、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃに送られた冷媒は、利用側流量調節
弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃにおいて流量調節された後、利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、
５２ｃにおいて、室内ファン５３ａ、５３ｂ、５３ｃによって供給される室内空気と熱交
換を行うことによって蒸発して低圧のガス冷媒となる。一方、室内空気は、冷却されて室
内に供給されて、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃの冷房運転が行われる。そして、低圧の
ガス冷媒は、接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃの合流ガス接続管６５ａ、６５ｂ、６５ｃに
送られる。
【００９７】
　そして、合流ガス接続管６５ａ、６５ｂ、６５ｃに送られた低圧のガス冷媒は、低圧ガ
ス開閉弁６７ａ、６７ｂ、６７ｃ及び低圧ガス接続管６４ａ、６４ｂ、６４ｃを通じて、
低圧ガス冷媒連絡管９に送られて合流する。
【００９８】
　そして、低圧ガス冷媒連絡管９に送られた低圧のガス冷媒は、ガス側閉鎖弁３３を通じ
て、圧縮機２１の吸入側に戻される。
【００９９】
　このようにして、冷暖同時運転モード（蒸発負荷主体）における動作が行われる。そし
て、冷暖同時運転モード（蒸発負荷主体）では、上記のように、冷媒の放熱器として機能
する利用側熱交換器５２ｄから冷媒の蒸発器として機能する利用側熱交換器５２ａ、５２
ｂ、５２ｃに冷媒を送ることで利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄ間におい
て熱回収が行われるようになっている。
【０１００】
　＜冷暖同時運転モード（放熱負荷主体）＞
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　冷暖同時運転モード（放熱負荷主体）、例えば、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃが暖房
運転し、かつ、利用ユニット３ｄが冷房運転し（すなわち、利用側熱交換器５２ａ、５２
ｂ、５２ｃが冷媒の放熱器として機能し、かつ、利用側熱交換器５２ｄが冷媒の蒸発器と
して機能する運転）を行い、第１熱源側熱交換器２４だけが冷媒の蒸発器として機能する
際、空気調和装置１の冷媒回路１０は、図９に示されるように構成される（冷媒の流れに
ついては、図９の冷媒回路１０に付された矢印を参照）。
【０１０１】
　具体的には、熱源ユニット２においては、第１熱交切換機構２２を蒸発運転状態（図９
の第１熱交切換機構２２の破線で示された状態）に切り換えることによって、第１熱源側
熱交換器２４だけを冷媒の蒸発器として機能させるようになっている。また、高低圧切換
機構３０を放熱負荷主体運転状態（図９の高低圧切換機構３０の破線で示された状態）に
切り換えている。また、第１熱源側流量調節弁２６は、開度調節され、第２熱源側流量調
節弁２７は、閉状態になっており、レシーバ入口開閉弁２８ｃは、開状態になっている。
接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄにおいては、高圧ガス開閉弁６６ａ、６６ｂ、６６
ｃ、及び、低圧ガス開閉弁６７ｄを開状態にし、かつ、高圧ガス開閉弁６６ｄ、及び、低
圧ガス開閉弁６７ａ、６７ｂ、６７ｃを閉状態にすることによって、利用ユニット３ａ、
３ｂ、３ｃの利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃを冷媒の放熱器として機能させ、か
つ、利用ユニット３ｄの利用側熱交換器５２ｄを冷媒の蒸発器として機能させるとともに
、利用ユニット３ｄの利用側熱交換器５２ｄと熱源ユニット２の圧縮機２１の吸入側とが
低圧ガス冷媒連絡管９を介して接続された状態になり、かつ、利用ユニット３ａ、３ｂ、
３ｃの利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃと熱源ユニット２の圧縮機２１の吐出側と
が高低圧ガス冷媒連絡管８を介して接続された状態になっている。利用ユニット３ａ、３
ｂ、３ｃ、３ｄにおいては、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄは、開度
調節されている。
【０１０２】
　このような冷媒回路１０において、圧縮機２１で圧縮され吐出された高圧のガス冷媒は
、高低圧切換機構３０及び高低圧ガス側閉鎖弁３２を通じて、高低圧ガス冷媒連絡管８に
送られる。
【０１０３】
　そして、高低圧ガス冷媒連絡管８に送られた高圧のガス冷媒は、３つに分岐されて、各
接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃの高圧ガス接続管６３ａ、６３ｂ、６３ｃに送られる。高
圧ガス接続管６３ａ、６３ｂ、６３ｃに送られた高圧のガス冷媒は、高圧ガス開閉弁６６
ａ、６６ｂ、６６ｃ及び合流ガス接続管６５ａ、６５ｂ、６５ｃを通じて、利用ユニット
３ａ、３ｂ、３ｃの利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃに送られる。
【０１０４】
　そして、利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃに送られた高圧のガス冷媒は、利用側
熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃにおいて、室内ファン５３ａ、５３ｂ、５３ｃによって
供給される室内空気と熱交換を行うことによって放熱する。一方、室内空気は、加熱され
て室内に供給されて、利用ユニット３ａ、３ｂ、３ｃの暖房運転が行われる。利用側熱交
換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃにおいて放熱した冷媒は、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ
、５１ｃにおいて流量調節された後、接続ユニット４ａ、４ｂ、４ｃの液接続管６１ａ、
６１ｂ、６１ｃに送られる。
【０１０５】
　そして、液接続管６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、６１ｄに送られた冷媒は、液冷媒連絡管６
に送られて合流する。
【０１０６】
　液冷媒連絡管６において合流した冷媒は、その一部が、接続ユニット４ｄの液接続管６
１ｄに送られ、残りが、液側閉鎖弁３１、入口逆止弁２９ｂ及びレシーバ入口開閉弁２８
ｃを通じて、レシーバ２８に送られる。
【０１０７】
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　そして、接続ユニット４ｄの液接続管６１ｄに送られた冷媒は、利用ユニット３ｄの利
用側流量調節弁５１ｄに送られる。
【０１０８】
　そして、利用側流量調節弁５１ｄに送られた冷媒は、利用側流量調節弁５１ｄにおいて
流量調節された後、利用側熱交換器５２ｄにおいて、室内ファン５３ｄによって供給され
る室内空気と熱交換を行うことによって蒸発して低圧のガス冷媒となる。一方、室内空気
は、冷却されて室内に供給されて、利用ユニット３ｄの冷房運転が行われる。そして、低
圧のガス冷媒は、接続ユニット４ｄの合流ガス接続管６５ｄに送られる。
【０１０９】
　そして、合流ガス接続管６５ｄに送られた低圧のガス冷媒は、低圧ガス開閉弁６７ｄ及
び低圧ガス接続管６４ｄを通じて、低圧ガス冷媒連絡管９に送られる。
【０１１０】
　そして、低圧ガス冷媒連絡管９に送られた低圧のガス冷媒は、ガス側閉鎖弁３３を通じ
て、圧縮機２１の吸入側に戻される。
【０１１１】
　また、レシーバ２８に送られた冷媒は、レシーバ２８内に一時的に溜められた後、出口
逆止弁２９ｄを通じて、第１熱源側流量調節弁２６に送られる。そして、第１熱源側流量
調節弁２６に送られた冷媒は、第１熱源側流量調節弁２６において流量調節された後、第
１熱源側熱交換器２４において、室外ファン３４によって供給される室外空気と熱交換を
行うことによって蒸発して低圧のガス冷媒になり、第１熱交切換機構２２に送られる。そ
して、第１熱交切換機構２２に送られた低圧のガス冷媒は、低圧ガス冷媒連絡管９及びガ
ス側閉鎖弁３３を通じて圧縮機２１の吸入側に戻される低圧のガス冷媒と合流して、圧縮
機２１の吸入側に戻される。
【０１１２】
　このようにして、冷暖同時運転モード（放熱負荷主体）における動作が行われる。そし
て、冷暖同時運転モード（放熱負荷主体）では、上記のように、冷媒の放熱器として機能
する利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃから冷媒の蒸発器として機能する利用側熱交
換器５２ｄに冷媒を送ることで利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄ間におい
て熱回収が行われるようになっている。
【０１１３】
　＜冷暖同時運転モード（蒸発・放熱負荷均衡）＞
　冷暖同時運転モード（蒸発・放熱負荷均衡）、例えば、利用ユニット３ａ、３ｂが冷房
運転し、かつ、利用ユニット３ｃ、３ｄが暖房運転し（すなわち、利用側熱交換器５２ａ
、５２ｂが冷媒の蒸発器として機能し、かつ、利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄが冷媒の放
熱器として機能する運転）を行い、第１熱源側熱交換器２４が冷媒の放熱器として機能し
、かつ、第２熱源側熱交換器２５が冷媒の蒸発器として機能する際、空気調和装置１の冷
媒回路１０は、図１０に示されるように構成される（冷媒の流れについては、図１０の冷
媒回路１０に付された矢印を参照）。
【０１１４】
　具体的には、熱源ユニット２においては、第１熱交切換機構２２を放熱運転状態（図１
０の第１熱交切換機構２２の実線で示された状態）に切り換え、かつ、第２熱交切換機構
２３を蒸発運転状態（図１０の第２熱交切換機構２３の破線で示された状態）に切り換え
ることによって、第１熱源側熱交換器２４を冷媒の放熱器として機能させ、かつ、第２熱
源側熱交換器２５を冷媒の蒸発器として機能させるようになっている。また、高低圧切換
機構３０を放熱負荷主体運転状態（図１０の高低圧切換機構３０の破線で示された状態）
に切り換えている。また、熱源側流量調節弁２６、２７は、開度調節されている。接続ユ
ニット４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄにおいては、高圧ガス開閉弁６６ｃ、６６ｄ、及び、低圧
ガス開閉弁６７ａ、６７ｂを開状態にし、かつ、高圧ガス開閉弁６６ａ、６６ｂ、及び、
低圧ガス開閉弁６７ｃ、６７ｄを閉状態にすることによって、利用ユニット３ａ、３ｂの
利用側熱交換器５２ａ、５２ｂを冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、利用ユニット３ｃ
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、３ｄの利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄを冷媒の放熱器として機能させるとともに、利用
ユニット３ａ、３ｂの利用側熱交換器５２ａ、５２ｂと熱源ユニット２の圧縮機２１の吸
入側とが低圧ガス冷媒連絡管９を介して接続された状態になり、かつ、利用ユニット３ｃ
、３ｄの利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄと熱源ユニット２の圧縮機２１の吐出側とが高低
圧ガス冷媒連絡管８を介して接続された状態になっている。利用ユニット３ａ、３ｂ、３
ｃ、３ｄにおいては、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄは、開度調節さ
れている。
【０１１５】
　このような冷媒回路１０において、圧縮機２１で圧縮され吐出された高圧のガス冷媒は
、その一部が、高低圧切換機構３０及び高低圧ガス側閉鎖弁３２を通じて、高低圧ガス冷
媒連絡管８に送られ、残りが、第１熱交切換機構２２を通じて、第１熱源側熱交換器２４
に送られる。
【０１１６】
　そして、高低圧ガス冷媒連絡管８に送られた高圧のガス冷媒は、接続ユニット４ｃ、４
ｄの高圧ガス接続管６３ｃ、６３ｄに送られる。高圧ガス接続管６３ｃ、６３ｄに送られ
た高圧のガス冷媒は、高圧ガス開閉弁６６ｃ、６６ｄ及び合流ガス接続管６５ｃ、６５ｄ
を通じて、利用ユニット３ｃ、３ｄの利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄに送られる。
【０１１７】
　そして、利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄに送られた高圧のガス冷媒は、利用側熱交換器
５２ｃ、５２ｄにおいて、室内ファン５３ｃ、５３ｄによって供給される室内空気と熱交
換を行うことによって放熱する。一方、室内空気は、加熱されて室内に供給されて、利用
ユニット３ｃ、３ｄの暖房運転が行われる。利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄにおいて放熱
した冷媒は、利用側流量調節弁５１ｃ、５１ｄにおいて流量調節された後、接続ユニット
４ｃ、４ｄの液接続管６１ｃ、６１ｄに送られる。
【０１１８】
　そして、利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄにおいて放熱して液接続管６１ｃ、６１ｄに送
られた冷媒は、液冷媒連絡管６に送られて合流する。
【０１１９】
　そして、液冷媒連絡管６において合流した冷媒は、２つに分岐されて、各接続ユニット
４ａ、４ｂの液接続管６１ａ、６１ｂに送られる。そして、液接続管６１ａ、６１ｂに送
られた冷媒は、利用ユニット３ａ、３ｂの利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂに送られる。
【０１２０】
　そして、利用側流量調節弁５１ａ、５１ｂに送られた冷媒は、利用側流量調節弁５１ａ
、５１ｂにおいて流量調節された後、利用側熱交換器５２ａ、５２ｂにおいて、室内ファ
ン５３ａ、５３ｂによって供給される室内空気と熱交換を行うことによって蒸発して低圧
のガス冷媒となる。一方、室内空気は、冷却されて室内に供給されて、利用ユニット３ａ
、３ｂの冷房運転が行われる。そして、低圧のガス冷媒は、接続ユニット４ａ、４ｂの合
流ガス接続管６５ａ、６５ｂに送られる。
【０１２１】
　そして、合流ガス接続管６５ａ、６５ｂに送られた低圧のガス冷媒は、低圧ガス開閉弁
６７ａ、６７ｂ及び低圧ガス接続管６４ａ、６４ｂを通じて、低圧ガス冷媒連絡管９に送
られて合流する。
【０１２２】
　そして、低圧ガス冷媒連絡管９に送られた低圧のガス冷媒は、ガス側閉鎖弁３３を通じ
て、圧縮機２１の吸入側に戻される。
【０１２３】
　また、第１熱源側熱交換器２４に送られた高圧のガス冷媒は、第１熱源側熱交換器２４
において、室外ファン３４によって供給される熱源としての室外空気と熱交換を行うこと
によって放熱する。そして、第１熱源側熱交換器２４において放熱した冷媒は、第１熱源
側流量調節弁２６を通過した後、そのほとんどが、第２熱源側流量調節弁２７に送られる
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。このため、第１熱源側熱交換器２４において放熱した冷媒が、レシーバ２８、ブリッジ
回路２９及び液側閉鎖弁３１を通じて、液冷媒連絡管６に送られない状態になっている。
そして、第２熱源側流量調節弁２７に送られた冷媒は、第２熱源側流量調節弁２７におい
て流量調節された後、第２熱源側熱交換器２５において、室外ファン３４によって供給さ
れる室外空気と熱交換を行うことによって蒸発して低圧のガス冷媒になり、第２熱交切換
機構２３に送られる。そして、第２熱交切換機構２３に送られた低圧のガス冷媒は、低圧
ガス冷媒連絡管９及びガス側閉鎖弁３３を通じて圧縮機２１の吸入側に戻される低圧のガ
ス冷媒と合流して、圧縮機２１の吸入側に戻される。
【０１２４】
　このようにして、冷暖同時運転モード（蒸発・放熱負荷均衡）における動作が行われる
。そして、冷暖同時運転モード（蒸発・放熱負荷均衡）では、上記のように、冷媒の放熱
器として機能する利用側熱交換器５２ｃ、５２ｄから冷媒の蒸発器として機能する利用側
熱交換器５２ａ、５２ｂに冷媒を送ることで利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５
２ｄ間において熱回収が行われるようになっている。また、冷暖同時運転モード（蒸発・
放熱負荷均衡）では、上記のように、第１熱源側熱交換器２４を冷媒の放熱器として機能
させ、かつ、第２熱源側熱交換器２５を冷媒の蒸発器として機能させることで、２つの熱
源側熱交換器２４、２５の蒸発負荷と放熱負荷とを相殺させる対応が行われるようになっ
ている。
【０１２５】
　（３）熱回収型冷凍装置（冷暖同時運転型空気調和装置）の特徴
　冷暖同時運転型空気調和装置１には、以下のような特徴がある。
【０１２６】
　＜Ａ＞
　ここでは、上記のように、まず、第２熱源側熱交換器２５を第１熱源側熱交換器２４の
熱交換容量の１．８倍以上にしている。このため、熱交換容量が小さい第１熱源側熱交換
器２４だけを冷媒の放熱器又は蒸発器として機能させた場合、例えば、上記の冷房運転モ
ード（蒸発負荷小）や冷暖同時運転モード（蒸発負荷主体）、暖房運転モード（放熱負荷
小）、冷暖同時運転モード（放熱負荷主体）において、従来のような両者の熱交換容量比
が小さい場合に比べて、熱負荷を小さくできる範囲を拡大することができる。これにより
、複数の利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄ全体の熱負荷が小さい場合に対
応することができる。しかも、ここでは、上記のように、第２熱源側熱交換器２５を第１
熱源側熱交換器２４の熱交換容量の４．０倍以下にしている。このため、２つの熱源側熱
交換器２４、２５の一方を冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、他方を冷媒の放熱器とし
て機能させて、２つの熱源側熱交換器２４、２５の蒸発負荷と放熱負荷とを相殺させる対
応を行う場合、例えば、上記の冷暖同時運転モード（蒸発・放熱負荷均衡）において、２
つの熱源側熱交換器２４、２５を流れる冷媒の流量、ひいては圧縮機２１の運転容量をあ
まり大きくしないで済ませることができる。これにより、運転性能の低下を抑えつつ、複
数の利用側熱交換器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄ全体の熱負荷が小さい場合に対応す
ることができる。
【０１２７】
　このように、ここでは、運転性能の低下を抑えつつ、複数の利用側熱交換器５２ａ、５
２ｂ、５２ｃ、５２ｄ全体の熱負荷が小さい場合に対応することができる。
【０１２８】
　＜Ｂ＞
　ここでは、上記のように、まず、２つの熱源側熱交換器２４、２５を上下に配置するよ
うにしている。このとき、下側に配置された熱源側熱交換器には、上側に配置された熱源
側熱交換器に比べて、ヘッド差の関係で液冷媒が溜まりやすい傾向がある。このため、仮
に、第１熱源側熱交換器２４を下側に配置すると、熱交換容量が小さいために、第１熱源
側熱交換器２４全体が液冷媒で満たされた状態（以下、「液没」とする）が発生して所望
の熱交換性能が得られなくなるおそれがある。
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【０１２９】
　そこで、ここでは、上記のように、熱交換容量が小さい第１熱源側熱交換器２４を熱交
換容量が大きい第２熱源側熱交換器２５よりも上側に配置するようにしている。このため
、熱交換容量が大きい第２熱源側熱交換器２５が下側に配置されることになり、液没を発
生しにくくすることができる。これにより、２つの熱源側熱交換器２４、２５を上下に配
置した場合において、両熱源側熱交換器２４、２５において所望の熱交換性能を発揮させ
ることができる。
【０１３０】
　＜Ｃ＞
　ここでは、上記のように、各熱源側熱交換器２４、２５の液側に熱源側流量調節弁２６
、２７を接続するにあたり、第２熱源側流量調節弁２７を第１熱源側流量調節弁２６の定
格Ｃｖ値よりも大きなものを使用するようにしている。これにより、各熱源側熱交換器２
４、２５の熱交換容量に応じて、各熱源側熱交換器２４、２５を流れる冷媒の流量を適切
に調節することができる。
【０１３１】
　＜Ｄ＞
　ここでは、上記のように、各熱源側熱交換器２４、２５のガス側にヘッダを設けるにあ
たり、第２ヘッダ２５ａを第１ヘッダ２４ａの流路断面積よりも大きなものを使用するよ
うにしている。これにより、各熱源側熱交換器２４、２５の熱交換容量に応じて、各熱源
側熱交換器２４、２５を構成する複数の伝熱管とヘッダ２４ａ、２５ａとの間で冷媒を適
切に合流及び分岐を行うことができる。
【０１３２】
　（４）変形例
　上記の実施形態では、本発明が適用される熱回収型冷凍装置として、冷暖同時運転型空
気調和装置１の構成例に挙げて説明しているが、これに限定されるものではない。すなわ
ち、圧縮機と、複数の熱源側熱交換器と、複数の利用側熱交換器とを含んでおり、冷媒の
放熱器として機能する利用側熱交換器から冷媒の蒸発器として機能する利用側熱交換器に
冷媒を送ることで利用側熱交換器間において熱回収を行うことが可能な構成であれば、本
発明を適用することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１３３】
　本発明は、圧縮機と、複数の熱源側熱交換器と、複数の利用側熱交換器とを含んでおり
、冷媒の放熱器として機能する利用側熱交換器から冷媒の蒸発器として機能する利用側熱
交換器に冷媒を送ることで利用側熱交換器間において熱回収を行うことが可能な熱回収型
冷凍装置に対して、広く適用可能である。
【符号の説明】
【０１３４】
　１　　　　　　　　　　　　　　　冷暖同時運転型空気調和装置（熱回収型冷凍装置）
　２１　　　　　　　　　　　　　　圧縮機
　２４　　　　　　　　　　　　　　第１熱源側熱交換器
　２４ａ　　　　　　　　　　　　　第１ヘッダ
　２５　　　　　　　　　　　　　　第２熱源側熱交換器
　２５ａ　　　　　　　　　　　　　第２ヘッダ
　２６　　　　　　　　　　　　　　第１熱源側流量調節弁
　２７　　　　　　　　　　　　　　第２熱源側流量調節弁
　５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄ　利用側熱交換器
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１３５】
【特許文献１】特開平５－３３２６３７号公報
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